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今
月
の
テ
ー
マ

野
菜
苗
の
生
産
や

農
業
塾「
ア
グ
リ
ド
リ
ー
ム
」な
ど
で

農
家
と
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る

野
菜
苗
生
産
基
地
峰
相
試
験
場
に

4
月
か
ら
土
壌
分
析
室
を
開
設
し
ま
す
。

作
物
の
生
長
に
必
要
不
可
欠
な

窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
な
ど
の

成
分
を
科
学
的
に
分
析
し
ま
す
。

J
A
兵
庫
西
に

土
壌
分
析
室
を

開
設
し
ま
す
！

農業とJA兵庫西の
今を伝える
情報ページ

田
植
え
の
準
備
を

は
じ
め
よ
う
！

●
消
毒
済
水
稲
種
子
の
取
り
扱
い

ト
ン
ネ
ル
の
効
果

　

ト
ン
ネ
ル
被
覆
は
、早
春
ま
き
の
コ
カ
ブ

や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
、春
植
え
の
野
菜
類
な
ど

の
生
育
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、通
常

の
栽
培
期
間
よ
り
早
く
収
穫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、ト
ン
ネ
ル
被
覆
は
し

っ
か
り
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
期
の
拡
大
、品
質
向
上
、病
害
虫
防
除

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
か
け
方

　

畝
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
し
て
ト
ン
ネ
ル
用
の

支
柱
を
設
置
し
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
や
ビ

ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
等
で
ト
ン
ネ
ル
状
に
覆
い
ま

す
。ま
た
、張
り
終
わ
っ
た
後
は
風
で
飛
ば
さ

れ
な
い
よ
う
に
、フ
ィ
ル
ム
の
上
か
ら
留
め
具
で

押
さ
え
て
支
柱
か
ら
浮
か
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。な
お
、作
業
中
は
害
虫
が
入
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。か
け
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

小
さ
な
隙
間
を
作
ら
な
い
よ
う
に
ト
ン
ネ
ル
の

両
端
や
、脇
は
土
で
し
っ
か
り
押
さ
え
ま
す
。

●
播
種

　

苗
は
、10
ａ
当
た
り
約
20
箱
程
度
必
要
に
な

り
ま
す
。播
種
量
は
1
箱
当
た
り
約
1
5
0ｇ

（
乾
籾
）で
す
。育
苗
箱
に
床
土
を
入
れ
、種
を

均
一
に
落
と
し
て
十
分
潅
水
し
、厚
さ
5
㎜
に

覆
土
し
ま
す
。寒
い
地
域
で
は
、健
苗
シ
ー
ト

な
ど
で
保
温
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

レ
タ
ス
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ・

お
ひ
た
し
に
利
用
で
き
る
野
菜
で
す
。定
植
前
に
、完

熟
堆
肥
や
化
成
肥
料
を
施
用
し
て
よ
く
耕
し
て
お
き

ま
す
。そ
の
後
、畝
間
1
0
0㎝
、高
さ
10
㎝
の
植
え
付

け
床
を
作
り
ま
す
。定
植
は
、株
間
30
〜
35
㎝
間
隔
で

3
条
植
え
に
し
ま
す
。栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
は
、定
植
し

て
か
ら
活
着
す
る
ま
で
の
期
間
は
、生
長
を
促
す
た
め

に
し
っ
か
り
と
水
を
や
り
ま
す
。そ
し
て
、追
肥
は
定
植

し
て
か
ら
15
〜
20
日
後
を
目
安
に
株
間
へ
1
回
目
、そ

の
後
は
中
央
の
葉
が
巻
き
始
め
た
こ
ろ
に
1
回
目
と

同
じ
要
領
で
再
度
追
肥
し
ま
す
。ま
た
、生
育
期
間
中

は
、オ
オ
タ
バ
コ
ガ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
が
発
生

し
や
す
く
な
る
た
め
、早
め
に
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
。収

穫
は
、球
の
上
を
軽
く
押
さ
え
て
、硬
く
し
ま
っ
た
こ

ろ
に
茎
の
部
分
を
包
丁
で
切
り
取
り
ま
す
。

　原産地は地中海沿岸から西アジア。野生種を改良
し、さまざまな品種が生まれました。1960年代以降サラ
ダの主役として広く栽培されるようになりました。サラダ
のイメージが強い野菜ですが、炒めものや鍋、スープ、
おひたしなど加熱する料理にもオススメ。料理するとき
は、変色しないように手でちぎりましょう。ドレッシングな
どの味もからみやすくなります。

▼
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

ト
ン
ネ
ル
被
覆

西播磨営農生活センター　営農指導員

西岡 良友

地域の組合員から愛されるよ
うに精一杯頑張りますのでよろ
しくお願いします。

農
作
業
の
コ
ツ
！

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

レタス
食卓で使う今月の作物

栄養分
ビタミンC、E、カロ
テン、カルシウム、
カリウム、鉄、亜鉛
など。

レタスには、昔から催
眠効

果があると言われて
いま

す。これは、レタスを切
った

ときに出る白い乳状
の液

に鎮静・催眠効果を持
つ成

分が含まれるから。神
経の

高ぶりを抑え、寝つき
をよ

くします。

【レタスの豆知識❷
】

【レタスの豆知識❶】

【食べ方】
レタスの仲間はいろいろあり、一般的なのはパリッとした歯ざわりの玉レタスです。品種は、「シスコ」「グレイトレイクス366」などが有名です。

サラダのイメージが強いですが、炒めたり鍋に入れたり、加熱して食べるのもおススメです。

品種

4月の
農作業1

消
毒
済
種
子
を
籾
袋（
ホ
ー
ネ
ッ
ト
）に
7

分
目
程
度
詰
め
ま
す
。水
の
量
は
、種
子
の

重
さ
の
4
倍
の
量
に
し
ま
す
。

　
（
例
） 

種
子
1
㎏
に
対
し
て
水
は
4
ℓ
で
す
。

2
浸
種
水
温
・
日
数
の
目
安
は
、積
算
温
度
が

1
0
0
℃
に
な
る
よ
う
、水
温
15
℃
の
場
合

は
7
日
間
程
度
、20
℃
の
場
合
は
5
日
間

程
度
、浸
種
し
ま
す
。こ
の
と
き
10
℃
未
満

に
な
る
と
発
芽
率
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、10
℃
以
上
確
保
し
ま
し
ょ
う
。な

お
、最
初
の
２
日
間
は
、水
を
入
れ
替
え
な

い
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
兵
庫
西
土
壌
分
析
室
の
検
査
項
目

p
H 

p
H
7
．0
が
中
性

 

（
p
H
7
．0
よ
り
値
が
低
い
と
酸
性
、p
H
7
．0
よ
り
高
い
と
ア
ル
カ
リ
性
）

E
C 

土
壌
中
の
肥
料
濃
度
の
目
安（
数
値
が
高
い
ほ
ど
土
壌
中
の
養
分
量
が
多
い
）

有
効
態
リ
ン
酸 
土
壌
中
に
含
ま
れ
る
、植
物
が
利
用
可
能
な
リ
ン
酸

交
換
性
石
灰 

土
壌
中
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

交
換
性
苦
土 

土
壌
中
に
含
ま
れ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

交
換
性
カ
リ 

土
壌
中
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム

硝
酸
態
窒
素 

土
壌
中
に
含
ま
れ
る
窒
素

　

高
品
質
で
美
味
し
い
野
菜
を
収

穫
す
る
に
は
、肥
沃
な
土
壌
で
栽
培

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。地
力
と
収

量
の
関
係
は
比
例
し
て
い
る
の
で
、

健
康
な
土
壌
に
す
る
こ
と
が
作
物
を

栽
培
す
る
う
え
で
重
要
に
な
り
ま

す
。土
壌
分
析
は
、土
の
栄
養
分
を

診
断
し
て
過
不
足
が
な
い
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

診
断
の
結
果
、栄
養
分
が
過
剰
に

な
っ
て
い
る
場
合
に
は
肥
料
の
投
入

を
減
ら
し
、逆
に
不
足
し
て
い
る
場

合
に
は
適
切
な
量
を
補
給
す
る
こ
と

で
、作
物
の
品
質
と
収
量
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
土
壌
分
析
を
行

い
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
土
づ
く
り
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

土
の
健
康
分
析
を
し
よ
う
！

キ
リ
ト
リ
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い



●あらかじめ石灰をまいて、耕しておく。
●1㎡当たり、堆肥5～6握り、油粕大さじ5杯、化成肥
料大さじ5杯の元肥を入れて、２０㎝の深さに耕す。
●ベッドの中央がやや高くなるようにていねいになら
して、水はけをよくする。

●植え付け2～3週間後、１㎡当たり、化成肥料大さじ３
杯を株間にばらまく。竹べらや棒で土に混ぜる。
●中央の葉が巻き始めたころ、１回目と同じ要領で再度
追肥する。

●頂部を手のひらで軽く押さえてみて、球が硬く締ま
ったころ、球の下方から切り取る。

●30～35ｃｍ間を開け、ベッド上に３列植え付ける。
●ポリマルチをする場合は、ベッド全面に被覆し、植え
る位置に指先で穴を開けて苗を植え付ける。

●植えたら株元に潅水する。
●乾きやすい畑では、半月に１回くらいたっぷり水をやる。

畑の準備1

収穫5

追肥4

植え付け
（本葉3～4枚ごろ）
2

潅水3

100cm 40cm

30～35cm

30cm

秋・冬まきの場合はトンネルを！
　冷涼な気候を好みますが、秋・冬にまいた場合
は、保温が必要になります。栽培適温は18～23℃
なので、トンネル内が25℃を越えないよう注意
し、トンネル頂部に小さな穴を開けて、自然換気
をしましょう。

キ
リ
ト
リ
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

　西播磨営農生活センターは1月31日、職員が管
理する「ふれあい農園」で収穫祭を開き、上郡町立
つばき保育所の園児16人が冬野菜の収穫を体験
しました。同センター職員が野菜の豆知識や収穫方
法を説明した後、園児らはニンジンやダイコン約
100本を元気よく収穫。職員や園児同士が協力し
ながら、「面白い形や」「こっちも手伝って」とにぎや
かに作業を楽しみました。平岡稔弘センター長は
「笑顔で楽しんでもらえてよかった。農業体験を通じ
て、食の大切さを学んでもらえたら」と話しました。

園児を招いて冬野菜の収穫祭

　当ＪＡと神戸市の㈱増田製粉所、生活協同組合
コープこうべは、平成25年度から兵庫県産小麦を使
用したうどんの商品化で連携を始めています。当ＪＡ
管内で製麺に適した品種「ふくほのか」を栽培し、増
田製粉所が製粉。その後、コープこうべの食品工場
でうどんに製造されます。原料小麦のうち60％を当
JA産、残りは他の国産小麦を使用しています。消費
者にも地産地消の取り組みを知ってもらおうと、1月
25日に福崎町で麦踏みイベントを開催。コープこうべ
の組合員約40人が麦踏み体験やうどんの試食、小
麦のクイズ大会などを楽しみました。今春からはカップ
ケーキなど菓子類の商品化も決定するなど、各企業
と連携しながら今後も地産地消の推進を図ります。

小麦の地産地消を推進

西播磨営農生活センター

コープこうべ・（株）増田製粉所・JA兵庫西

ダイコンを収穫する
園児ら

麦踏みイベントで消費者に
地産地消の取り組みをＰＲ

Topics
兵庫西トピックス

こ ん な こ と が あ り ま
し
た
♪

10cm
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